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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
農
業
委
員
会
活
動
に
格

別
な
る
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
七
月
の
豪
雨
に
よ
り
、

本
市
で
も
水
稲
や
大
豆
な
ど
の
農
作
物

に
多
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
と
し
て

市
に
対
し
て
、
被
災
農
家
の
経
営
再
建
と
安
定
、
ま
た
、
再
生

産
の
確
保
と
農
地
の
早
急
な
復
旧
を
講
じ
る
よ
う
緊
急
要
望
を

行
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

水
稲
の
作
況
指
数
は
県
北
部
で
「
九
十
九
」
の
平
年
並
み
に

な
り
品
質
は
良
い
も
の
の
、
豊
穣
の
秋
を
実
感
で
き
な
か
っ
た

農
家
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
い
ま

だ
終
息
の
兆
し
が
見
え
ず
、
社
会
活
動
へ
の
影
響
も
長
期
化
し

て
い
ま
す
。

　

農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
の
進
行

で
生
産
資
材
や
燃
油
、
飼
料
の
高
騰
が
続
く
な
ど
農
業
経
営
は

か
つ
て
な
い
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
大
崎
耕
土
」
が
世
界
農
業
遺
産
認
定
五
周

年
を
迎
え
、
本
市
に
お
い
て
も
、
内
閣
府
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
に
選
定
さ
れ
、「
宝
の
都
（
く
に
）
大
崎
」
の
実
現
に
向
け

た
持
続
可
能
な
田
園
都
市
の
創
生
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
先
人
の
知
恵
と
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
巧
み
な
水

管
理
の
仕
組
み
が
形
づ
く
ら
れ
た
大
崎
耕
土
の
農
の
営
み
を
後

世
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
委
員
も
、
地
域
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
農
地
を

守
り
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
活
動

を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
の
構
築
を
目
指
し
な
が

ら
、
本
市
の
農
業
振
興
・
発
展
の
た
め
、
本
年
も
意
欲
的
に
努

め
る
所
存
で
す
の
で
、
尚
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
の
干
支
「
卯
」
の
跳
び
姿
の
よ
う
に
「
飛

躍
」
す
る
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
市
民
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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農
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築
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　現委員の任期が令和５年７月１９日に満了することに伴い、来期の農業委員と、農地
利用最適化推進委員を募集します。

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します！

（１）農業委員
　　　●農地法に基づく許認可、農地転用案件への意見具申に伴う現地調査及び審議
　　　●農地等の利用の最適化の推進に関する指針の策定
　　　●農業一般に関する調査及び情報提供
（２）農地利用最適化推進委員
　　　●担当区域の農地集積対策に係る会議への出席　　●担当区域の農地利用状況調査
　　　●担い手への農地等の利用の集積・集約化　　　　●担当区域の農地パトロール
　　　●地域計画（人・農地プラン）の目標地図の素案作成

（１）農業委員　２６人 ※農業委員２６人のうち、農業委員会の所掌に属する事項に関し利害関係を有しない者１人以上
（２）農地利用最適化推進委員　２６人（地区の定数は下表のとおり）

　令和５年７月２０日から令和８年７月１９日まで

　農業委員会の所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行うことができる者。
　※詳しくは、令和５年２月１日（水）より配布する募集要項をご覧ください。

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します！農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します！

地区名 区　　　　　　　　域 定数
第１区 大崎市古川の区域で第 2区及び第 3区の区域を除く区域 ３人

第２区

大崎市古川穂波四丁目から八丁目、古川米袋、古川塚目、古川米倉、古川西荒井、
古川飯川、古川渋井、古川新堀、古川耳取、古川柏崎、古川斎下、古川保柳、古川
荒田目、古川上中目、古川南沢、古川大崎、古川清水、古川新田、古川矢目、古川
引田、古川堤根、古川中沢及び古川新沼の区域

３人

第３区

大崎市古川宮沢、古川小林、古川桜ノ目、古川川熊、古川荒谷、古川小野、古川長
岡、古川沢田、古川富長、古川休塚、古川狐塚、古川馬放、古川長岡針、古川渕尻、
古川馬櫛、古川上埣、古川下谷地、古川清滝、古川清水沢、古川北宮沢及び古川雨
生沢の区域

３人

第４区 大崎市松山の区域 ２人
第５区 大崎市三本木の区域 ２人
第６区 大崎市鹿島台の区域 ３人
第７区 大崎市岩出山の区域 ４人
第８区 大崎市鳴子温泉の区域 ２人
第９区 大崎市田尻の区域 ４人

合　　　　　　　　　　　計 ２６人
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（１）農業者その他の関係者による推薦
（２）農業者などが組織する団体等による推薦
（３）個人による応募

　令和５年３月２日（木）から令和５年３月３１日（金）まで

　推薦・応募の状況については、氏名、年齢、職業等を募集期間の中間及び募集期間終了後
に市ウェブサイトにより公表します。

（１）農業委員
　市長の求めにより、委員候補者審査委員会が農業委員候補者の審査を行います。市
長が定める審査基準に基づいた審査の結果が市長に報告され、農業委員候補者が決定
します。農業委員候補者の決定後、市長が市議会の同意を得て農業委員を任命します。

（２）農地利用最適化推進委員
　農業委員会が定める審査基準に基づき農地利用最適化推進委員候補者の審査を農業
委員会が行い、農地利用最適化推進委員を決定します。農地利用最適化推進委員の決
定後、農業委員会が農地利用最適化推進委員を委嘱します。

（１）農業者その他の関係者による推薦は、２人以上の連名の推薦となります。また、団体等
による推薦は、推薦用紙に当該団体の代表者の記名により提出してください。

（２）応募する方は、応募用紙に必要事項を記入のうえ提出してください。
（３）推薦用紙又は応募用紙は、農林振興課、農業委員会事務局又は各総合支所の農業委員

会事務所まで提出してください。
※ファクス、電子メールによるお申し込みはできません。
※推薦用紙・応募用紙は、令和５年２月１日（水）より農業委員会事務局および各総合支所の農業
委員会事務所の窓口で配布するほか、大崎市のウェブサイトからダウンロードできます。

　大崎市ウェブサイトアドレス　https://www.city.osaki.miyagi.jp
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昨
年
十
一
月
九
日
に
大
崎
市
三
本
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
二
回
一
日
女
性
農
業
委
員

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

次
第
に
入
り
、
佐
々
木
政
直
会
長
の
開
会
の
挨
拶
を
始
め
、

吉
田
副
市
長
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、

報
告
事
項
「
大
崎
市
の
農
政
に
対

す
る
政
策
提
案
」
の
報
告
、
協
議

事
項
で
は
、「
①
農
業
者
年
金
の

加
入
推
進
」、「
②
全
国
農
業
新
聞

の
普
及
推
進
」
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

講
演
と
し
て
、「
え
り
こ
野
菜

ジ
ェ
ラ
ー
ト
株
式
会
社　

代
表
取

締
役　

大
澤
英
里
子
氏
」
に
よ
る

「
地
元
野
菜
を
美
味
し
く
味
わ
う
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
師
の
大
澤
氏
は
、
鳴
子
温
泉

地
域
で
野
菜
ジ
ェ
ラ
ー
ト
専
門
店

を
経
営
な
さ
れ
、
地
元
で
採
れ
た

野
菜
や
山
菜
等
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
開
発
製

造
・
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

講
演
を
聞
い
た
参
加
者
か
ら
は
、

「
ど
う
し
て
野
菜
や
山
菜
が
ジ
ェ

ラ
ー
ト
に
…
」
と
言
う
声
が
多
く
、

奇
抜
な
発
想
と
組
合
せ
で
驚
き
、

第
二
回
一
日
女
性
農
業
委
員
会
開
催

第
二
回
一
日
女
性
農
業
委
員
会
開
催

　

大
崎
市
農
業
委
員

会
は
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
始
め
、
一

日
女
性
農
業
委
員
会

で
い
た
だ
い
た
意
見

を
集
約
し
、
昨
年
十

月
二
十
四
日
「
大
崎

市
長
に
対
す
る
政
策

提
案
」
と
し
て
次
の

七
項
目
を
、
大
崎
市

長
に
提
出
い
た
し
ま

し
た
。

①
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金
に
つ
い
て

②
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て

③
担
い
手
等
（
新
規
就
農
者
、
女
性
農
業
者
な

ど
）
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て

④
現
場
の
農
地
利
用
に
適
合
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

⑤
生
産
資
材
、
肥
料
等
の
価
格
高
騰
に
つ
い
て

⑥
食
料
安
全
保
障
に
つ
い
て

⑦
そ
の
他
（
田
ん
ぼ
ダ
ム
や
保
全
管
理
に
対
す

る
支
援
、
河
川
敷
内
の
樹
木
伐
採
、
米
粉
用

米
加
工
施
設
の
設
置
・
導
入
、
雇
用
の
創
出

と
地
域
活
性
化
）

市
長
へ

　

農
業
振
興
策
に
関
す
る

　
　
　

政
策
提
案
書
を
提
出

市
長
へ

　

農
業
振
興
策
に
関
す
る

　
　
　

政
策
提
案
書
を
提
出

実
際
に
食
べ
て
み
れ
ば
美
味
し
い
ジ
ェ
ラ
ー
ト
で
あ
っ
た
と

驚
き
の
顔
を
隠
せ
な
い
方
も
お
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
大
崎
市
の
農

政
に
対
す
る
思
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
農
業
に
携
わ
る
女
性

と
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
で
多
く
意
見
が
上
が
っ
て
い
た

の
が
、「
農
業
機
械
の
取
扱
い
」
と
「
農
業
機

械
取
得
と
農
業
資
材
の
費
用
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

近
年
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
が
展
開
さ
れ
て

い
る
中
で
、「
機
械
の
大
型
化
や
Ａ
Ｉ
等
で
女

性
が
取
扱
う
に
は
重
量
が
あ
り
扱
い
に
く
い
、

操
作
が
複
雑
。
女
性
で
も
簡
単
に
取
扱
え
る
機

械
に
し
て
貰
い
た
い
」「
農
業
機
械
や
資
材
の

高
騰
で
取
得
費
用
が
高
額
で
取
得
が
困
難
。
取

得
す
る
際
の
資
金
助
成
を
し
て
貰
い
た
い
」
等

の
多
く
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
育
児

を
し
な
が
ら
農
業
が
で
き
る
仕
組
み
を
充
実
し

て
欲
し
い
」
等
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
女
性
農
業
者
の
社
会
参
画
と
経
営
参

画
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
中
で
、
多
く
の
女
性

が
安
心
し
て
活
躍
で
き
る
仕
組
み
が
急
務
だ
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
も
貴
重
な
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
一
日

女
性
農
業
委
員
会
を
通
じ
て
多
方
面
へ
提
案
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

取
材

　

�

小
野
寺　

正
晃　

委
員
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1．田 の 部
締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額

古 川 地 域
基 盤 整 備 地 域 16,100円 21,000円 7,000円

未 整 備 地 域 12,300円 18,000円 6,000円

松 山 地 域
基 盤 整 備 地 域 15,100円 17,000円 13,000円

未 整 備 地 域 12,800円 13,000円 10,000円

三 本 木 地 域
基 盤 整 備 地 域 13,700円 15,000円 10,000円

未 整 備 地 域 10,400円 15,000円 3,000円

鹿 島 台 地 域
基 盤 整 備 地 域 13,600円 15,000円 7,000円

未 整 備 地 域 12,900円 15,000円 5,000円

岩 出 山 地 域
基 盤 整 備 地 域 10,000円 19,000円 7,700円

未 整 備 地 域 8,400円 10,200円 6,000円

鳴 子 温 泉 地 域
基 盤 整 備 地 域 ― ― ―

未 整 備 地 域 4,000円 5,700円 3,400円

田 尻 地 域
基 盤 整 備 地 域 14,600円 18,000円 5,500円

未 整 備 地 域 9,200円 15,000円 4,700円

（ 参 考 ） 大　 崎　 市　 平　 均 11,800円 ― ―

2．畑　の　部
平均額 最高額 最低額

大 崎 市 全 域 9,000円 14,000円 3,000円

※地域の平均に比べて著しく低額あるいは高額なものは除いてあります。				  
※金額は算出結果を四捨五入し100円単位としています。				  
※畑については、提供できる地域毎の賃借料情報が少ないことから、大崎市全域での表記としております。
※物納については、提供できる賃借料情報が少ないことから、表記しておりません。

　令和３年１０月から令和４年９月までに締結（公告）された農地の賃貸借における賃借料水準（１０ａ
当たり）は、以下のとおりです。

農
地
等
利
用
状
況
調
査
を
実
施

　

遊
休
農
地
や
農
地
の
無
断
転
用
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
、
昨
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ

る
農
地
等
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
新
た
な
遊
休
農
地
、
荒
廃
農
地

が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
無
断
転
用
が
疑
わ
れ
る

農
地
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
は
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
食

料
の
生
産
や
国
土
環
境
の
維
持
な
ど
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
農
地
を
管
理
せ
ず
に
放

置
し
続
け
た
場
合
、
病
害
虫
の
発
生
を
招
き
や

す
く
な
る
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
の
隠
れ
場
や
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
場
所
に
な
り
や
す
く
、
近
隣
の
農

地
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
火

災
や
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　

健
全
な
農
地
の
維
持
と
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
今
後
、
該
当
農
地
の
所
有
者
、
使
用
者
へ

の
指
導
を
行
う
ほ
か
、
無
断
転
用
に
つ
い
て
も

指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。農地の利用等でお困りの方は、

地元の農業委員、
農地利用最適化推進委員

又は
農業委員会にご相談ください。
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取材　
髙　橋　英理子 委員

農地観察農地観察農地観察農地観察 農業講話農業講話農業講話農業講話

そば刈り体験そば刈り体験そば刈り体験そば刈り体験

そばの花観察そばの花観察そばの花観察そばの花観察

　　鳴子温泉
地域

盛りそば（蕎麦カフェ田伝）
なる子ちゃんこ鍋（おおさき楽友会）
ミルクジェラート（なるこりん）

わくわく農業体験!!わくわく農業体験!!わくわく農業体験!!
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古
川
地
域　

今　

野　

祥　

太
さ
ん

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

　

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
活
動

を
行
っ
て
い
る
桑
針
活
動
組
織
を
紹
介
し
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
年
間
の
作
業
計
画
策
定
か
ら
始
ま

り
、
草
刈
り
や
農
道
の
整
備
、
花
の
植
栽
に
よ
る
景

観
の
向
上
、
生
き
物
調
査
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
集
落
と
の
情
報
交
換
な
ど
も
行
う
こ
と

で
活
動
に
活
か
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

会
長
の
高
橋
剛
さ
ん
は
「
作
業
す
る
に
あ
た
り
、

当
日
の
天
候
や
人
員
集
め
、
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
活
動
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
ど
苦
労
も
多
い

が
、
地
域
の
人
達
の
協
力
を
得
て
継
続
し
て
地
域
環

境
を
守
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
後
継
者
不
足
の
中
、
こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
地
域
環
境

の
保
全
や
住
民
の
交
流

を
促
し
精
力
的
に
頑

張
っ
て
い
る
姿
に
、
今

後
の
営
農
活
動
に
は
地

域
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
必
要
性
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

取
材　

佐
々
木　

俊
通　

委
員

田
尻
地
域　

松　

本　

香　

代
さ
ん

問　

就
農
年
齢
は
？

答　

三
十
五
歳
の
時
で
、
一

昨
年
就
農
し
ま
し
た
。

問　

現
在
の
経
営
内
容
は
？　

答　

水
稲
十
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
営
農
組
合
と
し
て
大
豆

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
乾
田
直
播

に
よ
る
飼
料
用
米
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
飼
料
用
子
実
コ
ー

ン
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
経
営
し

て
い
ま
す
。

問　

就
農
し
た
き
っ
か
け

は
？

答　

大
学
卒
業
後
、
勤
め
な

が
ら
農
繁
期
に
父
を
手
伝
っ

て
い
ま
し
た
。
父
が
七
十
歳

を
迎
え
た
こ
と
と
、
勤
め
先

が
農
業
機
械
の
会
社
だ
っ
た

の
で
そ
の
技
術
を
活
か
せ

る
こ
と
で
す
。

問　

農
業
を
し
て
良
か
っ

た
こ
と
は
？

答　

自
分
で
作
付
品
種
や

肥
料
の
量
、
水
管
理
を
計

画
し
、
そ
れ
が
収
量
に
結

び
付
い
た
時
は
達
成
感
が

あ
り
ま
す
。

問　

今
後
の
抱
負
は
？

答　

こ
れ
ま
で
仕
事
が
で

き
て
き
た
の
は
、
地
域
の

皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
ま

ず
は
地
域
貢
献
を
し
て
恩

返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
規
模

拡
大
を
視
野
に
入
れ
自
分

に
合
っ
た
や
り
方
を
模
索

し
つ
つ
、
色
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

同
級
生
で
お
互
い
が
地

域
の
担
い
手
で
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
協
力

し
合
い
、
切
磋
琢
磨
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

取
材

　

鈴
木　

至　

委
員

問　

家
族
は
？

答　

夫
と
二
人
暮
ら
し
で

す
。

問　

経
営
内
容
は
？

答　

露
地
で
一
年
を
通
じ
て

約
三
十
種
類
の
野
菜
を
生

産
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
産
物
の
加
工
と
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ネ
ス

ト
ロ
ー
ネ
ス
ー
プ
の
レ
ト
ル

ト
パ
ッ
ク
は
生
産
し
た
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
て
年
間

を
通
じ
て
製
造
し
て
い
ま

す
。
日
々
改
良
を
重
ね
お
客

様
に
も
好
評
で
す
。

問　

農
業
を
す
る
き
っ
か
け

は
？

答　

家
族
の
介
護
を
し
な
が

ら
、
夫
の
手
伝
い
に
来
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
大

変
さ
と
同
時
に
面
白
さ
を

知
り
野
菜
作
り
が
楽
し
く

な
り
、
介
護
が
一
段
落
し

た
時
点
で
移
住
し
ま
し

た
。

問　

困
っ
た
こ
と
う
れ
し

い
こ
と
は
？

答　

雑
草
に
負
け
て
い
ま

す
。

　

も
う
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
お
隣

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
圃
場

に
足
繁
く
通
い
親
切
に
し

て
も
ら
い
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
。

問　

こ
れ
か
ら
の
夢
は
？

答　

毎
年
毎
年
反
省
ば
か

り
で
す
が
、
次
の
シ
ー
ズ

ン
の
栽
培
計
画
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
ま
た
望

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
月

並
み
で
す
が
、
元
気
に
仕

事
も
遊
び
も
で
き
る
こ
と

が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

取
材

　

菅
原　

ひ
ろ
み　

委
員
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年
あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
水
害
等
の
災
害
で
大
幅

な
減
収
、
大
豆
に
お
い
て
は
皆
無

の
状
況
で
し
た
。
収
入
保
険
な
ど

の
補
填
は
あ
る
と
し
て
も
農
業
者

は
大
変
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
農
業
者
は
諦
め
た
り

し
ま
せ
ん
。
種
を
蒔
け
ば
花
は
咲

く
の
で
す
。

　

ど
ん
な
状
況
下
で
も
、
前
を
見

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
委
員
会
で
も
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
年
二
回
、
委
員
会
だ
よ
り

と
し
て
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
良
い

年
に
な
り
ま
す

様
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

　

小
関　

芳
樹

　

真
山
地
区
に
お
住
い
の
佐
藤
さ
ん
ご

夫
婦
は
、
二
人
そ
ろ
っ
て
農
業
者
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
は

加
入
可
能
年
齢
に
達
し
て
間
も
な
く
、

君
江
さ
ん
は
制
度
の
改
正
に
よ
り
女
性

も
加
入
し
や
す
く
な
っ
た
時
、
当
時
の

農
業
委
員
の
勧
め
で
加
入
し
ま
し
た
。

　

今
は
、
三
年
前
に
息
子
さ
ん
と
従
来

の
経
営
を
法
人
化
し
た
の
で
、
従
業
員

と
し
て
経
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。
君
江
さ
ん
は
お
義
母
さ
ん
（
九
十

五
歳
）
の
介
護
も
あ
り
「
仕
事
は
手
伝

い
程
度
で
す
よ
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
「
子
供
の
学
費
と
重
な
っ
た
時
は
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
今
と
な
れ
ば
も
っ
と

掛
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
ぁ
、
ま
ぁ

き
り
は
な
い
け
ど
ね
。
と
に
か
く
旅
行

に
い
き
た
い
な
ぁ
。」
と
笑
い
な
が
ら

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

取
材　
　
　
　
　
　
　

　

布
塚　

幸
子　

委
員

岩出山地域
佐　藤　裕　之 さん
　　　　　君　江 さん

大崎市農業委員会事務局☎２１－０５７７    
松山事務所☎５５－４９１２三本木事務所☎５２－５８３２　
鹿島台事務所☎５６－６５１岩出山事務所☎７２－１４４４　
鳴子事務所☎８２－２０２６田尻事務所☎３９－３０６０

松山事務所 ☎55-4912　　三本木事務所 ☎52-5832　　鹿島台事務所 ☎56-6510
岩出山事務所 ☎72-1444　　鳴子事務所 ☎82-2026　　田尻事務所 ☎39-3060

大崎市農業委員会事務局 ☎２１－０５７７

農業者年金はメリットがたくさんある終身年金です農業者年金はメリットがたくさんある終身年金です
■農業者年金に加入すれば ～農業者年金の受給額（年額）の試算～

※上のケースは、通常加入で保険料月額2万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が0.30％となった場合の試算です。
　受給総額は65歳での農業者年金加入者について想定している平均余命を考慮し、男性86.5歳、女性92.0歳まで生存した場合の金額です。
※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。制度発足以降の19年間（令和2年度まで）の運用利回りの平均は、年率2.97％です。
※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、令和4年度は0.30％となっています。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。
※保険料額1万円のケースについては、35歳未満は保険料額月額1万円で加入時、35歳以降は月額2万円で加入した場合です。

加入年齢 納付期間 保険料額 保険料
納付総額

年金額（年額） 想定される受給総額
男　性 女　性 男　性 女　性

20歳 40年
1万円 780万円 58万円 49万円 1,243万円 1,315万円
2万円 960万円 76万円 64万円 1,635万円 1,730万円

30歳 30年
1万円 660万円 45万円 38万円 968万円 1,024万円
2万円 720万円 50万円 43万円 1,085万円 1,148万円

40歳 20年 2万円 480万円 30万円 25万円 642万円 680万円
50歳 10年 2万円 240万円 13万円 11万円 286万円 303万円


